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令和8年5月23日 (土)

市川房枝政治参画フォーラム2026に参加

テーマ「子どもの人権を尊重した教育を！」

① 講師 京都大学大学院教育学研究科教授 西岡加名恵さん

基調講演 自分と相手を大切にする方法を学ぶ「『生きる』教育」

相次ぐ子どもの虐待死、子どもの自殺、深刻化する子どもの貧困問題
学校におけるいじめや暴力行為、保護者や同僚との関係に悩む教師たち
長期欠席（不登校）の激増など、学校教育を支える基盤がゆらいでいる

そこで、子ども達が直面する「人生の困難」を解決するために必要な知識を習得し、友だちとの
真剣な話し合いを通じて、自分と相手を大切にする価値観を形作っていく「生きる教育」につい
て大阪生野南小学校（現田島南小中一貫校）で実践する報告

かつての学校は、暴力、教師への暴言、警察介入、力を持つ者の絶対的命令、教師への試し行動、
心身の「快」について自覚が弱い
全国学力・学習状況も全国平均以下だった

そこで、

「暴れ」を立て直す生活指導、人権教育、ことばの力を育てる国語科教育
「生きる教育」9年間のプログラム

小1 たいせつなこころと体 ～プライベートゾーン～
小2 みんな昔は赤ちゃんだった いのちのふれあい授業
小3 子どもの権利条約って知ってる？ 守られていない権利は？
小4 ライフストーリーワーク
（自分の生い立ちや家族との関係を整理し、過去・現在・未来をつなぎ前向きに生きてい
けるよう支援するしくみ）

小5 愛？それとも支配？
～パートナーシップの視点から～

小6 家庭について考えよう
～結婚・子育て・親子関係～

中1 脳と心と体とわたし
～思春期のトラウマとアタッチメント～

中2 リアルデート DV
～支配と依存のメカニズム～

中3 家庭について考えようⅡ
～子どもの虐待の事例から～

・小3の子どもの権利条約について
自分にとって大切な権利は？
ランキングを作る
子どもの権利が守られていない状況があることを知る
身近にいる大人、友だちなど誰かに相談
友だちが悩んでいることを知ったら、
信頼できる大人に相談

友だちと共に学ぶ意義を知る



〈子どもたちへのメッセージ〉
他者と適切な距離をとる
権利を学び「受援力」を身につける
「たくさんの人に守られる大切なあなた」
アイデンティティ形成（自分づくり）

※「生きる教育」が全国に広がってほしい
教師や保護者に対する教育の側面もある

② 講師 日本大学法学部 公共政策学科教授 林紀行さん

講演 主催者教育の現状と課題
  ー議会・学校・市民活動の役割と連携ー

地方議会は、請願者の発言機会の保障、処理状況のHpでの公開
町田市議会は「委員会で請願者が発言できる」

＜事例＞
1）富士見市議会と県立富士見高校
Ｒ７年 富士見市議会と富士見高校にて出前講座実施
富士見市議場を会場に富士見市の課題について6グループがテーマを決め、データ分析やフィール
ドワークを行い提案をまとめ発表
体験を通して自分の住む地域の行政や政治に目を向け主権者としての態度を養う取組みになった

ほんものに触れる参加する主権者教育へ転換

2）新見市議会に県立新見高校生が陳情
2023年 衆議院議員選挙と岡山県知事選挙で移動期日前投票所を新見高校に設置
2024年 都市部と地方の教育格差をなくすため市に公営塾を開くよう陳情

一般会計予算案に2,470万円計上可決
     公営塾「寺子屋にいみ」開講

市内の企業が10億円寄付
2025年 ふるさとまつりの復活を新見高校生が陳情

一般会計補正予算に160万円の補助金計上、可決、まつり開催に

3）県立敦賀高校生が模擬請願
議会審査過程を学習
「請願提出→委員会審査→採択」を体験学習
議員のなり手不足解決の一つにもなる

おわりに、

投票する主権者から参加する主権者を育てる教育へ展開
地方議会は「開かれた議会」から「参加を支える議会」へ

※全国において高校生の参加型主権者教育が進んでいる状況を知った。
本県において県政ミーティングとして高校へ議員が出向き意見交換が始まって3年になる
が、もう一歩踏み込んだ「参加型」にしていくことを検討すべきと思うが、学校と議会が
タッグを組んで取り組まなければならない。



③ 講師 一般社団法人子どもの声からはじめよう代表理事 川瀬信一さん

講演 こどもの心の声を聴くこどもアドボカシー
～こどもの「ために」から、こどもと「ともに」～

・こどもを取り巻く困難
2024年 社会的擁護のこども数 42,184人
2025年 こどもの自殺 532人

10代～20代の2人に1人が「死にたい」と思ったことがある
逆境的（小児期）体験のある子の7割が希死念慮経験を持つ
いじめ・不登校も急増
いじめは見えないところで行われる
子どもはいじめ被害を語らない

声が聴かれることがなぜ大切か
基本的な子どもの権利
基本的な心理ニーズを充足する
回復する力を支える

なぜ声を上げることは難しいのか
感情や思考の抑圧、助けてと言えない

児童相談所が関わるこどもの権利擁護
意見表明等支援事業（セルフアドボカシー）
子ども自身が自分の気持ちや考えを自由に表現できる

・子ども・若者の声を政策に反映する

※本県も昨年秋から、アドボカシー事業が実施され児童養護施設に入所の子ども達への
意見聴き取り（アドボカシー事業）が始まっている。
誰にも左右されない意見を第三者の立場で聴き取る事業、対象者を拡大していくことが
必要と考える。
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